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4

和
菓
子
作
り
体
験

令
和
７
年
１１
月
１６
日
側

い
な
み
や
菓
子
店
様
の
ご
指
導
の
下
、

和
菓
子
作
り
を
体
験

い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
練
り
切
り
製
の

「菊
」
と
キ
ン

ト
ン
製

の

「紅
葉
」
の
二
種
類
に
挑
戦

し
ま
し
た
。　
一
見
、
鮮
や
か
な
和
菓
子

で
す
が
、
実
際
に
体
験
す
る
と
指
先
の

繊
細
な
力
加
減
が
求
め
ら
れ
る
作
業
の

連
続
で
、
完
成
ま
で
の
工
程
が
い
か
に

緻
密
で
あ
る
か
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

職
人
の
方
々
の
技
術
の

一
端
に
触
れ
、

一
碗
を
彩
る
お
菓
子
に
込
め
ら
れ
た
季

節
感
や
真
心
を
知
る
大
変
貴
重
な
機
会

争頭

と
な
り
ま
し
た
。
茶
道
の
持

つ
奥
深
さ

を
改
め
て
再
確
認
で
き
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
経
験
を
糧
に
、
今
後
も

よ
り

一
層
お
稽
古
に
励
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

（比
内
　
理
佑
）

め
、
微
力
な
が
ら
全
力
を
尽
く
す
覚
悟

で
す
。
未
熟
者
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、

皆
様
か
ら
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
支

え
に
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（神

　
典
子
）
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新
部
長
就
任
挨
拶
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平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
８
年

度
よ
り
、
部
長
と
い
う
身
に
余
る
重
職

を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。

本
年
は
同
門
会
に
と

っ
て
、
組
織
改

編
と
い
う
大
き
な
山
を
越
え
る
重
要
な

年
と
な
り
ま
す
。
青
年
部
を
は
じ
め
と

す
る
各
組
織
が
新
た
な
役
割
を
担
う
こ

の
節
目
に
、
部
長
と
し
て
立
ち
会
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
、
た
だ
な
ら
ぬ
責

任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
改
革
と

い
う

言
葉
の
響
き
に
、
私
自
身
も
日
々
緊
張

の
連
続
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
こ
の
変
化

を
前
向
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
素

晴
ら
し
い
伝
統
を
次
世
代

へ
つ
な
ぐ
た

部
長
退
圧
挨
拶

二
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諸
先
生
方
や
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て

関
係
各
位
の
お
支
え
の
下
、
未
熟
な
私

が
何
と
か
三
年
間
を
乗
り
切
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
至
ら
ぬ
点
ば
か
り
で
し

た
が
、
頂

い
た
貴
重
な
経
験
、
全
て
の

ご
縁
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

新
体
制
の
更
な
る
発
展
を
、
切
に
願

っ

て
お
り
ま
す
。

（廣
森
　
真
由
美
）



第 18号 青 年 部 だ よ り 令不日8年 2月 (2)

青
年
部
役
員
紹
介

役
員
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
報

告
申
し
上
げ
ま
す
。

任
期
　
令
和
８
年
４
月
～
令
和
■
年
３
月
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一
、
青
年
部
総
会

日
時
　
５
月
１０
日
側

場
所
　
八
戸
市
公
民
館

一
一、
津
軽
塗
研
ぎ
出
し
体
験

日
時
　
１１
月
１５
日
⑪

場
所
　
津
軽
藩
ね
ぷ
た
村

な
お
、
そ
の
他
行
事
に
つ
き
ま
し
て
、

状
況
を
鑑
み
適
宜
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

導
入
ス
ク
ジ
ュ
ー
ル
　
　
“
　
中
年
（ム費
衆
部
へ
の
一括
納
付
に
一本
し

「

青
年
部
規
約
に
お
け
る
会
員
の
年
限

を
満
了
さ
れ
る
方

（昭
和
五
十
六
年
三

月
三
十

一
日
以
前
に
お
生
ま
れ
に
な

っ

た
方
）
は
、
令
和
八
年
三
月
末
日
ま
で

で
ご
卒
業
と
な
り
ま
す
。
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表
千
家
准
教
授

・
表
千
家
教
授
の
方

１
万
２
千
円

※
年
齢
に
関
わ
ら
ず
一
律
と
な
り
ま
す
。

青
年
部
入
会
方
法

　

　

「　
　
‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
！

中
ビ
ジ
タ
ー
青
年
部
員
盆
Ａ
友
）
に
つ
い
て

，

心用

八
年
度

行

事

ラ

定

新
た
な
「表
千
家
同
門
会

青
年
部
会
員
制
度
」
に
つ
い
て

ご
卒
業
の
お
知
ら
せ
　
　
中
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令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り
導
入

現
青
年
部
員
の
方
と
、
青
年
部
に
未

加
入
の
４０
歳
以
下
の
同
門
会
員
の
方
に

は
２
月
上
旬
頃
に
本
部
よ
り
案
内
が
郵

送
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
の
ご

確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

入
会
条
件

青
年
部
会
員
は
不
審
庵
に
入
門
さ
れ

て
い
る
満
１８
歳
か
ら
満
４０
歳
ま
で
の
方

で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入
会

い
た
だ
け

ま
す
。
満
４５
歳
で
青
年
部
卒
業
と
な
り

ま
す
。
現
青
年
部
員
の
方
は
満
４５
歳
ま

で
の
方
が
移
行
入
会
で
き
ま
す
。

新
制
度

へ
の
移
行
に
伴

い
、
こ
れ
ま

で
各
地
区
の
青
年
部

へ
個
別
に
納
付
し

て
い
た
年
会
費
は
な
く
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
以
下
の
通
り
同
門
会
本
部

ヘ

の

一
括
納
付
と
な
り
ま
す
。

満
４０
歳
以
下
の
青
年
部
会
員

６
千
円

※
『同
門
』
誌
は
ウ
ェ
ブ
ブ
ッ
ク

（電
子
版
）

で
の
配
信
と
な
り
ま
す
。

満
４‐
歳
～
４５
歳
の
青
年
部
会
員

１
万
２
千
円

同
門
会
青
年
部
員
と
な
る
前

の
ワ
ン

ス
テ
ツ
プ
と
し
て
、
ビ
ジ
タ
ー
青
年
部

員

（会
友
）
が
新
た
に
加
わ
り
ま
す
。

大
き
な
特
徴
は
、
青
年
部
活
動
の
み
参

加
し
た
い
方
向
け
の
受
け
皿
で
す
。
同

門
会
員
と
し
て
の
特
典
は
得
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
本
部

・
支
部

≧
目
年
部
が
主
催

す
る
青
年
部
員
姑
象

の
行
事
に
参
加
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

※
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
同
門

一
月
号
の

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
部
よ
り
郵
送
さ
れ
た
案
内

の
二
次

元
コ
ー
ド
、
ま
た
は
入
会
申
込
書
に
て
、

同
門
会
本
部

へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
書
の
「会
員
種
別
」
欄
は
璽
目

年
部
会
員
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。

ご
不
明
な
点
は
、
師
事
す
る
先
生
ま
た

は
支
部
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
青
年
部
会
員
に
な
る
に
は
、
青
年
部

へ
の
入
部
の
意
志
が
必
要
で
す
。
条

件
に
該
当
す
る
年
齢
の
同
門
会
員
が

自
動
的
に
青
年
部
と
な
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。


